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　近畿圏は、京都市・大阪市・堺市・神戸市の大都市や大津市・姫路市・
奈良市・和歌山市等の中核都市が共存する多核型の都市圏です。このよ
うな特徴的な構造を持つ都市圏の活性化に資する総合都市交通体系を
確立するためには、広範囲な地域間の連携が不可欠です。

　このため、京阪神都市圏交通計画協議会※では、人の動きに着目したパー
ソントリップ調査を昭和45年（1970年）に初めて実施し、その後10年ご
とに５回の調査を行ってきました。

　令和３年（20２1年）には「第６回近畿圏パーソントリップ調査」を実施
し、大阪府内では、約3万7千世帯・約7万人の方からご回答（調査票の
返送・インターネットによる回答）をいただきました。大変多くの方々にご
協力いただき、誠にありがとうございました。

　本書は、第６回近畿圏パーソントリップ調査結果から、主な項目につい
て大阪府内を中心に取りまとめたものです。皆様が交通についてお考え
になる際に、少しでもお役にたてれば幸いです。
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　 国土交通省、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市、西日本高速道路株式会社、
　 阪神高速道路株式会社、独立行政法人都市再生機構、関西鉄道協会、近畿バス団体協議会
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：第6回圏域（R3）・第5回圏域（H22）

：第4回圏域（H12）

：第3回圏域（H2）

人の1日の動きの例 調査圏域図

※1つのトリップ及び代表交通手段の例
このトリップの代表交通手段は鉄道

第6回パーソントリップ調査の概要
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パーソントリップ調査とは
　パーソントリップ調査（パーソン＝
人、トリップ＝動き）とは、「いつ」「ど
こから」「どこまで」「どのような人
が」「どのような目的で」「どのよう
な交通手段を利用して」移動したの
かについて調査し、人の１日のすべて
の動きをとらえるものです。

調査の対象
調　査　日 ：令和３年９月～11月

平日・休日各１日
調査対象者 ：近畿圏全域（２府４県）

にお住まいの５歳以上
の方を無作為に抽出

調 査 手 法 ：郵送配布、Web・郵送
回収

第6回調査の特徴
①Web回収を中心とした調査手
法の拡大
②スマートフォンを活用したアプ
リによる回答手法の導入など、
新たな取り組みを実施
③新型コロナウイルス感染症拡大
による外出状況の変化（頻度や
移動手段の変化）を捉える補完
調査を実施

１

3

2

用語の説明

人がある目的をもって「ある地点」から「ある地点」へ移動する単位
で、移動の目的が変わるごとに１つのトリップと数えます。

１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側
と到着側をそれぞれ「トリップエンド」といいます。

ある地域内に出発地または到着地を持つ人の移動の合計で、「トリッ
プエンド」を集計したものです。

ある地区内に住んでいる人が１日に行うトリップの総数です。

ある地区内に住んでいる人が１日に行う平均のトリップ数です。

鉄道、バス、自動車、二輪(自転車、原付、自動二輪車)、徒歩、その他
(飛行機や船等)があり、１つのトリップの中でいくつかの交通手段を
用いている場合は主な交通手段を代表交通手段としています。
鉄道→バス→自動車→二輪（自転車、原付、自動二輪車）→徒歩の順
で、最も優先順位の高いものとしています。
（例：会社への出勤トリップ及び代表交通手段（この場合は鉄道））

トリップ

対象地域における居住人口です。夜間人口
居住人口のうちある１日に外出した人口です。外出人口

ある１日に外出した人数の全人口（夜間人口）に対する割合です。外出率
ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合です。交通手段分担率

トリップエンド

出勤・登校・自由・業務・帰宅に分けられます。自由は買物、食事、レ
クリエーション等の生活関連のトリップ。業務は打合せ・会議、販売・
配達、作業、農作業等の仕事上のトリップです。

トリップの目的

発生集中量

生成量

生成原単位

代表交通手段※

その他、ご覧いただく上での
注意事項
●本調査では物の動きにかかわる貨
物車や営業用車（営業貨物車、タク
シーなど）の運行に関する交通は調
査の対象外としています。
●各図表の合計値や伸び、構成比の値
は四捨五入のため、内訳数値から算
出される値と一致しない場合があり
ます。
●過年度からの推移は、平日調査は第
3回以降、休日調査は第5回以降を
比較対象にしています。
●各図表において、0.1％未満の数値
は非表示にしています。

5

調査圏域について
　第６回近畿圏パーソ
ントリップ調査では、近
畿全域（２府４県）を調
査圏域としています。
　なお、過年度調査結
果と比較するために、
第３回圏域を対象に集
計しています。
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令和３年

大阪府圏域内々、
内外、外内トリップ数
17,895千トリップ/日(100.0%)
20,538千トリップ/日(100.0%)

大阪府域内々
7,466千トリップ/日(41.7%)
8,543千トリップ/日(41.6%)

大阪市内々
 4,550千トリップ/日(25.4%)
4,992千トリップ/日(24.3%)

大阪市⇔大阪府域
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合計

●令和3年の大阪府内を出発地あるいは
到着地とするトリップは17,895千ト
リップ/日で、そのうちの約42％に当
たる7,466千トリップ/日は、出発地・
到着地ともに大阪府内となっていま
す。この割合は平成22年と比べて変化
はありません。

●令和3年の大阪府に居住する人の平日
1日当たりのトリップ数（生成原単位）
は1.95トリップ/人日であり、平成2年
から減少しています。
●また、外出率についても同様に、平成2
年から令和3年にかけて減少していま
す。

●平成12年から令和3年にかけて、自動
車と自動二輪・原付の割合が減少、鉄
道の割合は、増加しています。

●平成２年から令和3年にかけて業務目
的の割合は減少しています。
●平成22年に比べて、令和3年は出勤目
的の割合は増加、自由目的の割合は減
少しています。

大阪府の人の動き（1/2）

図3 平日の生成原単位の推移
（平成2年～令和3年）

図6 平日トリップの代表交通手段構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏内の集計）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査
（第３回調査圏内の集計）

図4 平日の外出率の推移
（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査
（第３回調査圏内の集計）

図2 平日の大阪府全体の人の動き（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏内の集計）

図5 平日トリップの目的構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏内の集計）

図1 平日の発生集中量の推移（平成２年～令和３年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏内の集計）

●大阪府の平日の発生集中量は、平成2
年から令和3年にかけて減少しており、
令和3年は、平成22年の約88％に減
少しています。

平日の総トリップ数と
1日1人当たりトリップ数の推移

１

平日トリップの目的構成比の推移2

平日トリップの
代表交通手段構成比の推移

3
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27,102 23,960
〈88.4〉

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成22年 令和3年

単位：千トリップエンド/日　（〈 〉は前回調査に対する割合：%）

発
生
集
中
量

凡例
平成２２年
令和３年

大阪府圏域内々、
内外、外内トリップ数
12,734千トリップ/日(100.0%)
14,594千トリップ/日(100.0%)

大阪府域内々
5,735千トリップ/日(45.0%)
6,714千トリップ/日(46.0%)

大阪市内々
3,205千トリップ/日(25.2%)
3,047千トリップ/日(20.9%)

大阪市⇔大阪府域
999千トリップ/日(7.8%)
1,232千トリップ/日(8.4%)

大阪市⇔堺市
191千トリップ/日(1.5%)
205千トリップ/日(1.4%)堺市⇔大阪府外

61千トリップ/日(0.5%)
92千トリップ/日(0.6%)

堺市⇔大阪府域
330千トリップ/日(2.6%)
393千トリップ/日(2.7%) 大阪府域⇔大阪府外

851千トリップ/日(6.7%)
1,204千トリップ/日(8.3%)

堺市内々
767千トリップ/日(6.0%)
916千トリップ/日(6.3%)

大阪市⇔大阪府外
596千トリップ/日(4.7%)
791千トリップ/日(5.4%)

（　）内は全トリップ数に対する構成比
※大阪府域は大阪市・堺市を除く

出勤 登校 自由

13,427
(49.5)

12,064
(50.4)

業務

992
(3.7)

671
(2.8)

帰宅
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(41.6)

10,105
(42.2)

15
(0.1)

不明
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凡例

平成22年

令和3年

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

27,102
(100)

23,960
(100)

1,146
(4.2)

971
(4.1

273
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134
(0.6)

)

1.65
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成
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58.5

52.6
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平成22年 令和3年

単位：％

外
出
率

鉄道

3,988
(14.7)

3,222
(13.4)

バス

444
(1.6)

253
(1.1)

自動車

11,206
(41.3)

9,560
(39.9)

自動二輪・
原付

660
(2.4)

（2.2）
529

自転車

5,400
(19.9)

4,573
(19.1)

徒歩

5,306
(19.6)

5,736
(23.9)

33
(0.1)

34
(0.1)

64
(0.2)

53
(0.2)

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成22年

令和3年

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

27,102
(100)

23,960
(100)

●令和3年の大阪府内を出発地あるいは
到着地とするトリップは12,734千ト
リップ/日で、そのうちの約45％に当
たる5,735千トリップ/日は、出発地・
到着地ともに大阪府内となっていま
す。
●平成22年から令和3年にかけて、大阪
市内々の割合が増加しています。

●大阪府に居住する人の休日１日当たり
のトリップ数（生成原単位）・外出率と
もに、平成22年から減少しています。
●生成原単位・外出率ともに、平日と比
較して、休日の方が小さく（低く）なっ
ています。

●平成22年から令和3年にかけて、徒歩
の割合が増加しています。
●平日と比較すると、休日においては鉄
道の割合が低く、自動車の割合が高く
なっています。

●平成22年から令和3年にかけて、大き
な変化はありません。
●平日トリップの目的構成と比較すると、
休日では出勤・登校・業務目的が少な
く、自由目的が大半を占めています。

●大阪府の休日の発生集中量は、令和3
年では、平成22年の約88％に減少し
ています。

休日の総トリップ数と
1日1人当たりトリップ数の推移

４

休日トリップの目的構成比の推移5

休日トリップの
代表交通手段構成比の推移

6

図9 休日の生成原単位の推移
（平成22年・令和3年）

図12 休日トリップの代表交通手段構成比の推移（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏内の集計）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査
（第3回調査圏内の集計）

図10 休日の外出率の推移
（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査
（第3回調査圏内の集計）

図8 休日の大阪府全体の人の動き（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏内の集計）

図11 休日トリップの目的構成比の推移（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏内の集計）

図7 休日の発生集中量の推移（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏内の集計）

大阪府の人の動き（2/2）
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2,526
(-6.3%)

京都市

北大阪

南河内

大阪市神戸市

堺市

泉州

奈良県北部

阪神内陸

阪神臨海 東部大阪

山城

428(-10.4%)
429(-10.6%)

2,654
(-13.0%)

700
(-21.3%)

1,267
(-16.3%)

994
(-20.0%)

4,550
(-8.8%)

79(-16.2%)

78(-16.7%)
343

(-11.7%) 345
(-10.0%)

66(-10.8%)

67(-9.2%)

50(-8.2%)

76(2.6%)75(2.1%)

89(-24.4%)

89(-25.0%)

105(0.4%)

105(-0.5%)
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0.7
%)
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(-2
0.5
%)
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59
(-9.1%)61

(-8.4%)

164(-7.8%)
162(-8.8%)
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68
(-20.1%)

84(-16.1%)

83(-16.7%)
79(-26.2%)

79(-25.4%)

55(-10.5%)

55(-11.6%)

50(-9.1%)

（　）内は平成２２年からの増減割合
単位：千トリップ /日

18,145

3,664

7,755
9,232 2,564

3,571

16,531
〈91.1〉

3,496
〈95.4〉

7,667
〈98.9〉
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〈96.8〉 2,638

〈102.9〉
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13,897
〈84.1〉

3,351
〈95.9〉
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〈91.6〉

7,929
〈88.9〉

2,394
〈90.8〉

3,696
〈97.0〉

12,442
〈90.0〉

2,798
〈83.5〉

6,445
〈91.8〉

6,873
〈86.7〉

1,906
〈79.6〉

3,096
〈83.8〉0
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大阪市 堺市北大阪 東部大阪 南河内 泉州

平成2年 平成12年 平成22年 令和3年

単位：千トリップエンド/日（〈 〉内は前回調査に対する割合：%）

発
生
集
中
量

1,428
365
483

49
29

1,455
1,220
1,026
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87
526

1,394
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413
440
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257
890

232
1,802

338
336
368
341
219
192
34
64
14
242
664

200
53
649
311
390
207
158
139
34
52

2,799
12,472
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太子町
河南町
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泉大津市
和泉市
高石市
忠岡町

岸和田市
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泉佐野市
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岬町
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泉
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単位：千トリップエンド/日

大ゾーン名 対象市町村名

北大阪 箕面市　池田市　豊中市　吹田市　摂津市　茨木市　高槻市　豊能町　能勢町　島本町

東部大阪 枚方市　交野市　寝屋川市　守口市　門真市　大東市　四条畷市　東大阪市　八尾市　柏原市

南河内 松原市　羽曳野市　藤井寺市　富田林市　大阪狭山市　河内長野市　太子町　河南町　千早赤阪村

泉州 和泉市　泉大津市　高石市　岸和田市　貝塚市　泉佐野市　泉南市　阪南市　忠岡町　熊取町　田尻町　岬町

大阪市 大阪市全域

堺市 堺市全域

山城 向日市　長岡京市　宇治市　八幡市　城陽市　京田辺市　木津川市　大山崎町　久御山町　井手町　宇治田原町　笠置町　和束町　精華町　南山城村町

京都市 京都市全域

阪神臨海 尼崎市　西宮市　芦屋市

阪神内陸 伊丹市　宝塚市　川西市　三田市　猪名川町

神戸市 神戸市全域

奈良県 奈良県北部 奈良市　生駒市　天理市　大和郡山市　香芝市　山添村　平群町　三郷町　斑鳩町　安堵町　上牧町　王寺町　広陵町　河合町

大阪府

京都府

兵庫県

図15 平日の地域間流動量及び増減割合（平成22年・令和3年）

注）50千トリップ未満非表示
資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

地域の人の動き（1/3）

●大阪府内の大ゾーン別に、平日の発生
集中量の推移を見ると、平成12年から
令和3年にかけて、全ての地域で減少
しています。

平日の地域別トリップ数1

●大阪市の発生集中量が著しく多く、次
いで堺市、東大阪市となっています。

●大阪市関連のトリップが多いものの、
平成22年からは全体的に減少してい
ます。
●特に、大阪市に隣接しない地域と大阪
市とのトリップは20％以上の減少がみ
られます。
●平成22年から令和3年にかけて、堺市
と南河内の間のトリップは増加してい
ます。
●内々トリップでは、堺市、南河内及び泉
州で減少割合が大きくなっています。

平日の地域間流動量2

図14 平日の市町村別発生集中量（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図13 平日の大ゾーン別発生集中量の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

凡　例
内々トリップ数

地域間トリップ数（減少）
地域間トリップ数（増加）

大ゾーン名
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藤井寺市
大阪狭山市
太子町
河南町

千早赤阪村
泉大津市
和泉市
高石市
忠岡町

岸和田市
貝塚市

泉佐野市
泉南市
阪南市
熊取町
田尻町
岬町
大阪市
堺市

単位：千トリップエンド/日

14,000

豊
能

三
島

北
河
内

中
河
内

南
河
内

泉
北

泉
南

●平成22年から令和3年にかけて、全て
の地域で減少しています。
●大阪市と北大阪では減少割合が小さい
ものの、その他の地域では平成22年か
ら約２0％減少しています。

地域別に見た
平日トリップの目的構成比

3

●平日と同様に大阪市が多く、次いで堺
市、東大阪市となっています。
●能勢町、太子町、千早赤阪村では、休日
のトリップが平日を上回っています。

地域別に見た平日トリップの
代表交通手段構成比

4

図17 平日トリップの地域別代表交通手段構成（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

●大阪市では出勤トリップの割合が高く、
２0％を上回っています。
●一方で、自由目的に着目すると、大阪
市以外は25％を上回っており、登校目
的では大阪市のみが5％を下回ってい
ます。

●大阪市では鉄道の割合が４0％近いの
に対し、他の地域ではほぼ２0％を下
回っています。
●また、堺市、南河内、泉北及び泉南で
は、自動車の割合が３0％を上回ってい
ます。

図16 平日トリップの地域別目的構成比（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図19 休日の市町村別発生集中量（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図18 休日の大ゾーン別発生集中量の推移（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

休日の地域別トリップ数5

地域の人の動き（2/3）
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767
(-16.3%)

3205
(5.2%)

山城
55(-21.5%)

56(-19.6%)
170

(-17.2%) 169
(-17.4%)

57(-17.6%)

58(-15.4%)

68(-2.9%)70(-1.7%)

58(-12.9%)

63(-7.0%)

75(-21.1%)

74(-23.0%)
50
(-2
1.9
%)

47
(-2
6.6
%)

98
(-4.4%)

94
(-9.0%)

74(-20.4%)74(-20.9%)

（　）内は平成２２年からの増減割合
単位：千トリップ /日

出勤

3.5

3.4

3.9

3.9

4.3

4.1

4.5

4.5

3.6

4.0

0.5

0.6

0.6

0.7

0.7

0.4

0.6

0.5

0.4

0.6

登校 自由

51.1

50.1

50.4

49.2

49.7

50.8

48.8

50.9

50.8

50.4

業務

2.6

2.7

2.4

3.0

3.0

2.9

3.3

2.8

2.8

2.8

帰宅

42.2

43.2

42.7

43.2

42.3

41.9

42.8

41.1

42.4

42.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

豊能

三島

北河内

中河内

南河内

泉北

泉南

大阪市

堺市

大阪府計

合計
単位：%

1,795

3,068

2,936

2,022

1,508

891

1,452

8,217

2,118

24,006

（千トリップエンド/日）

鉄道

9.5

9.5

8.3

8.3

6.9

5.0

5.9

23.7

8.3

1.0

0.4

0.6

0.5

0.5

0.8

13.5

バス

1.6

1.5

1.3

1.1

自動車

44.9

41.1

46.3

42.2

58.0

63.1

67.3

21.5

53.1

39.9

2.8

3.1

3.1

2.9

3.2

2.2

2.2

1.1

2.1

2.2

自転車

15.2

18.4

19.2

24.9

14.1

14.9

10.7

22.2

16.3

19.1

徒歩

25.8

26.2

21.8

20.7

16.8

13.9

13.0

29.8

19.0

23.9

0.1

0.1

0.2

0.4

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.2

0.2

0.1

0.2

0.2

0.2

0.1

0.1

0.2

0.1

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

豊能

三島

北河内

中河内

南河内

泉北

泉南

大阪市

堺市

大阪府計

単位：%

合計

1,795

3,068

2,936

2,022

1,508

891

1,452

8,217

2,118

24,006

自動二輪・
原付 （千トリップエンド/日）

大ゾーン名 対象市町村名

北大阪 箕面市　池田市　豊中市　吹田市　摂津市　茨木市　高槻市　豊能町　能勢町　島本町

東部大阪 枚方市　交野市　寝屋川市　守口市　門真市　大東市　四条畷市　東大阪市　八尾市　柏原市

南河内 松原市　羽曳野市　藤井寺市　富田林市　大阪狭山市　河内長野市　太子町　河南町　千早赤阪村

泉州 和泉市　泉大津市　高石市　岸和田市　貝塚市　泉佐野市　泉南市　阪南市　忠岡町　熊取町　田尻町　岬町

大阪市 大阪市全域

堺市 堺市全域

山城 向日市　長岡京市　宇治市　八幡市　城陽市　京田辺市　木津川市　大山崎町　久御山町　井手町　宇治田原町　笠置町　和束町　精華町　南山城村町

京都市 京都市全域

阪神臨海 尼崎市　西宮市　芦屋市

阪神内陸 伊丹市　宝塚市　川西市　三田市　猪名川町

神戸市 神戸市全域

奈良県 奈良県北部 奈良市　生駒市　天理市　大和郡山市　香芝市　山添村　平群町　三郷町　斑鳩町　安堵町　上牧町　王寺町　広陵町　河合町

大阪府

京都府

兵庫県

●令和3年の休日のトリップは、自由ト
リップの割合が約50%を占めていま
す。

●令和3年の休日トリップは、平日と比較
して、鉄道や自転車の割合が低く、自動
車の割合が高くなっています。
●また、大阪市以外は徒歩の割合も平日
と比較して低くなっています。

●大阪市関連のトリップが多いものの、
平成22年から全体的に減少していま
す。
●内々トリップでは、南河内及び泉州で
減少割合が大きくなっています。

休日の地域間流動量6

図20 休日の地域間流動量及び増減割合（平成22年・令和3年）

注）50千トリップ未満非表示
資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図22 休日トリップの地域別代表交通手段構成比（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図21 休日トリップの地域別目的構成比（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

地域別に見た
休日トリップの目的構成比

7

地域別に見た休日トリップの
代表交通手段構成比

8

地域の人の動き（3/3）

凡　例
内々トリップ数

地域間トリップ数（減少）
地域間トリップ数（増加）

大ゾーン名
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鉄道

3,095
(43.9)

2,831
(42.3)

2,686
(45.0)

2,871
(46.4)

バス

159
(2.3)

99
(1.5)

89
(1.5)

95
(1.5)

自動車

1,893
(26.8)

1,811
(27.0)

1,279
(21.4)

1,247
(20.2)

自動二輪・
原付

392
(5.5)

374
(5.6)

326
(5.5)

286
(4.6)

自転車

1,038
(14.7)

1,130
(16.9)

1,162
(19.5)

1,235
(20.0)

徒歩

476
(6.8)

450
(6.7)

413
(6.9)

432
(7.0)

5
(0.1)

11
(0.2)

5
(0.1)

5
(0.1)

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成2年

平成12年

平成22年

令和3年

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

合計

5,966
(100)

7,055

6,697

6,183

(100)

(100)

(100)

鉄道

851
(23.5)

695
(25.2)

635
(26.0)

523
(25.0)

バス

122
(3.4)

96
(3.5)

69
(2.8)

53
(2.5)

自動車

75
(2.1)

67
(2.4)

62
(2.5)

41
(2.0)

自動二輪・
原付

47
(1.3)

50
(1.8)

27
(1.1)

自転車

75
(12.6)

67
(13.4)

62
(13.6)

41
(11.7)

徒歩

2,067
(57.1)

1,484
(53.7)

1,305
(53.5)

1,212
(57.8)

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成2年

平成12年

平成22年

令和3年

3,618

合計

(100)

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

2,763
(100)

2,440

2,096

(100)

(100)

12
(0.6)

8
(0.3)

8
(0.4)

2
(0.1)

3
(0.1)

鉄道

9,817
(12.2)

11,165
(11.4)

10,430
(12.3)

8,812
(11.3)

バス

274
(2.8)

271
(2.4)

259
(2.5)

184
(2.1)

自動車

274
(15.8)

271
(22.4)

259
(25.9)

184
(26.9)

自動二輪・
原付

268
(2.7)

284
(2.5)

216
(2.1)

190
(2.2)

自転車

2,721
(27.7)

3,206
(28.7)

2,835
(27.2)

2,384
(27.1)

徒歩

3,796
(38.7)

3,622
(32.4)

3,105
(29.8)

2,642
(30.0)

8
(0.1)

5
(0.1)

17
(0.2)

26
(0.3)

17
(0.2)

21
(0.2)

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成2年

平成12年

平成22年

令和3年

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

9,817

合計

11,165

10,430

8,812

(100)

(100)

(100)

(100)

鉄道

962
(14.9)

795
(14.7)

727
(20.1)

366
(18.4)

バス

86
(1.3)

70
(1.3)

55
(1.5)

26
(1.3)

自動車

2,792
(43.1)

2,647
(49.0)

1,562
(43.2)

931
(46.7)

自動二輪・
原付

247
(3.8)

224
(4.1)

176
(4.9)

81
(4.1)

自転車

662
(10.2)

573
(10.6)

591
(16.3)

288
(14.4)

徒歩

1,707
(26.4)

1,077
(19.9)

487
(13.5)

291
(14.6)

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成2年

平成12年

平成22年

令和3年

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

6,473

合計

5,403

3,618

1,995

(100)

(100)

(100)

(100)

18
(0.3)

18
(0.3)

14
(0.4)

7
(0.4)

6
(0.2)

5
(0.2)

鉄道

4,465
(24.8)

4,026
(23.6)

3,923
(24.8)

3,722
(25.8)

バス

461
(2.6)

366
(2.1)

340
(2.2)

272
(1.9)

自動車

3,438
(19.1)

3,793
(22.2)

3,404
(21.5)

3,057
(21.2)

自動二輪・
原付

684
(3.8)

646
(3.8)

568
(3.6)

447
(3.1)

自転車

3,898
(21.7)

3,982
(23.3)

3,699
(23.4)

3,296
(22.8)

徒歩

5,013
(27.9)

4,236
(24.8)

3,848
(24.3)

3,576
(24.8)

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成2年

平成12年

平成22年

令和3年

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

合計

17,968

17,057

15,833

14,439

(100)

(100)

(100)

(100)

10
(0.1)

24
(0.1)

27
(0.2)

27
(0.2)

42
(0.3)

●登校目的では、平成22年から令和3年
にかけて、鉄道と自転車の割合が減少
し、徒歩の割合が増加しています。

●自由目的では、平成２年から令和3年
にかけて、鉄道、自転車の割合は大き
な変化は見られず、自動車の割合は増
加しています。

●業務目的では、平成12年から平成22
年にかけて減少した自動車の割合が、
令和3年では再び増加に転じていま
す。

●帰宅目的では、平成2年から令和3年
にかけて大きな変化はみられないもの
の、平成12年以降は鉄道の割合が微
増、自動車、自動二輪・原付が微減して
います。

目的からみた人の動き

図24 平日の登校目的における代表交通手段構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図25 平日の自由目的における代表交通手段構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図23 平日の出勤目的における代表交通手段構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図27 平日の帰宅目的における代表交通手段構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図26 平日の業務目的における代表交通手段構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●出勤目的は、平成2年から鉄道の割合
が40％以上と最も高くなっています。
●また、平成12年から令和3年にかけ
て、自動車の割合が減少しており、鉄道
と自転車の割合は増加しています。

目的別の代表交通手段構成比の推移1
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バス

6.9

8.2

26.2

20.8

51.8

19.2

9.8

10.3
1.5

1.0

17.7

11.1
2.7

4.8

14.1
2.4

3.2
0.7
0.4

2.9 0.4

1.70.7

14.8

15.0
2.5
0.7

14.8
3.5

17.0

51.0

59.2

50.6
2.5 0.8

11.8

8.3

3.8
4.9

4.8

1.6

9.5

3.2

14.9

11.4
0.2

1.0

2.2
0.4
0.03

10.5

自動車
1.5

2.1

4.4

15.8

42.8

1.2
1.5

2.0

2.4

2.3

2.9

2.0
0.4

1.3

1.2

4.2

2.3

1.4
3.2

7.6

3.5

1.4
10.8

15.6

10.2

30.7

3.5
9.7

2.5

9.2

4.2

5.4

6.7
6.4

13.0

16.6

9.6

1.7
0.9

自動二輪・原付

1.1
1.9

2.3

3.6

2.4

1.0

3.3
2.0

4.4
4.1

4.8

3.5

4.0

7.4

7.6

2.4

1.4

5.0

1.3

5.4

3.1

9.1

1.4
2.7

自転車

0.7
13.8

9.8

1.3

8.4
20.5

17.7

9.0

11.8

21.7

11.1

22.8

23.5

13.1

18.6

13.1

19.2

20.6

14.7

7.2

7.1

22.9

16.5

21.9

13.3

5.2

2.7

20.7

16.2

15.5

54.3

12.6

12.3

11.1

14.0

10.3

26.4
3.4

18.5

4.6

15.1

徒歩

82.6

74.8

57.3

59.9

1.8
85.4

56.3

69.5

77.4

83.9

76.5

67.3

63.6

72.4

81.1

62.8

78.3

76.6

73.8

81.6

70.2

66.2

73.9

60.4

73.2

55.3

24.2

20.5

10.4

72.4

59.6

73.7

32.7

76.9

72.5

79.3

64.7

70.4

33.0

83.6

68.2

92.7

71.7

その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

豊中市

池田市

箕面市

豊能町

能勢町

吹田市

高槻市

茨木市

摂津市

島本町

守口市

枚方市

寝屋川市

大東市

門真市

四條畷市

交野市

八尾市

柏原市

東大阪市

富田林市

河内長野市

松原市

羽曳野市

藤井寺市

大阪狭山市

太子町

河南町

千早赤阪村

泉大津市

和泉市

高石市

忠岡町

岸和田市

貝塚市

泉佐野市

泉南市

阪南市

熊取町

田尻町

岬町

大阪市

堺市

豊
能

三
島

北
河
内

中
河
内

南
河
内

泉
北

泉
南

合計

313

75

66

6

2

380

207

190

54

27

115

243

122

76

94

33

38

154

44

353

56

44

56

48

40

23

5

9

1

41

74

40

6

76

36

51

23

18

23

9

7

4,754

493

4.5

単位：%

（千トリップエンド/日）
8.4

0.5

0.6

0.1

0.9 0.2

0.7 0.2
0.4

0.2

0.8
0.1

0.1

0.1
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0.1

2,755 2,998 3,414 2,897
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6,000

8,000
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●男性は平成2年から増加していたもの
の、平成22年から令和3年では、男女
ともに自転車利用が減少しています。

●平成22年から令和3年では、30～49
歳の利用割合が増加しています。

●平成22年から令和3年では、10～29
歳、及び45～64歳の階層で減少して
います。

図28 市町村別の鉄道端末手段構成比（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

●鉄道駅へ行くため、あるいは鉄道を降
りてからの交通手段（鉄道端末手段）
構成を市町村別にみると、大阪市では
徒歩の割合が９0％を超えています。
●能勢町･河南町･太子町･千早赤坂村の
バスの割合、忠岡町の自転車の割合が
それぞれ５0％を超え、他の市町村を上
回っています。

市町村別の鉄道端末手段構成1 自転車利用トリップの推移2

交通手段からみた人の動き

図30 年齢階層別に見た自転車（代表交通手段）分担率の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図29 男女別に見た自転車（代表交通手段）の発生集中量の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）
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高齢者および若者の動き（1/5）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図31 性別・年齢階層別に見た夜間人口の推移（平成2年～令和3年）

●平成2年から令和3年にかけての大阪
府の夜間人口の推移を見ると、少子高
齢化が進展しています。

年齢階層別の夜間人口の推移1

●令和3年の夜間人口の割合を見ると、
男性より女性の方が65歳以上の割合
が高くなっています。
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性別・年齢階層別の外出率の推移2

●平成2年から令和3年にかけて、男性で
は50歳以上、女性では全ての階層で
増加しています。
●一方で、男性の29歳以下の階層では、
平成2年から令和3年にかけて減少し
ています。

図34 性別・年齢階層別に見た免許保有率の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図32 性別・年齢階層別に見た平日の外出率の推移（平成2年～令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●平成22年から令和3年にかけて、女性
の55～64歳、75歳以上の階層を除
き、男性女性とも減少しています。
●中でも、男性女性とも20～24歳の減
少が大きく、年齢階層が高くなるほど
減少割合は小さくなっています。

●平成22年から令和3年にかけて、男性
の30～39歳の階層を除き、減少して
います。
●特に10～19歳の階層では、男性女性
とも平成22年から令和3年にかけて減
少割合が大きくなっています。

年齢階層別の免許保有率の推移3

図33 性別・年齢階層別に見た休日の外出率の推移（平成22年・令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

高齢者および若者の動き（2/5）
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年齢階層別の生成原単位の推移4

●男性女性ともに75歳以上の階層を除
き、平成22年から令和3年にかけて減
少しています。

図36 性別・年齢階層別に見た休日の生成原単位の推移（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図35 性別・年齢階層別に見た平日の生成原単位の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●令和3年は、男性女性ともに75歳以上
の階層を除き、平成22年から減少して
います。
●一方で、55歳以上の階層では、平成
22年からの減少割合が小さく、平成
12年以前に比べると、上回っている年
齢階層もあります。

高齢者および若者の動き（3/5）
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図37 性別・年齢階層別に見た平日の代表交通手段構成比の推移
（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●20～44歳においては、男性女性とも
に平成12年から令和3年にかけて、鉄
道の割合が増加し、自動車の割合が減
少しています。
●一方で、70歳以上の階層においては、
男性女性とも自動車の割合が増加して
います。

●また、30～74歳においては、男性に
比べて女性の自転車の割合が高くなっ
ています。

高齢者および若者の動き（4/5）
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図38 性別・年齢階層別に見た休日の代表交通手段構成比の推移
（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

年齢階層別の
代表交通手段構成比の推移

5

●男性の25～54歳においては、平成
22年から令和3年にかけて、自動車の
割合が大きく減少しています。

●鉄道の割合は、平成22年から令和3年
にかけて男性の20～29歳で大きく増
加し、男性女性とも70歳以上で大きく
減少しています。
●一方で、男性の65歳以上、女性の60
歳以上の階層においては、自動車の割
合が増加しています。

高齢者および若者の動き（5/5）
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図41 大阪府における自転二輪･原付の平均トリップ長の推移（平成2年～令和3年）

自動二輪・原付利用者の動き（1/2）

図39 大阪府における自動二輪･原付の発生集中量の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●平成2年から令和3年にかけて減少し
ています。

●平成12年から令和3年にかけて、出勤
目的が増加し、業務目的が減少してい
ます。

●平成22年から令和3年にかけて、大阪
府内々を含む平均トリップ長は増加し
ていますが、内々を除く平均トリップ長
は微減しています。

平均トリップ長について
小ゾーン間の平均トリップ長は、小
ゾーン重心点間の直線距離をもとに算
出した。
なお、小ゾーン内々トリップ長は、第5
回近畿圏パーソントリップ調査における
郵便番号ゾーンの重心間距離をもとに
1.5kmと設定した。

小ゾーンについて
小ゾーンは、都市計画区域や市区町村
における交通流動を把握するための
ゾーン単位で、ほぼ市区町村単位で設定
していますが、人口規模の大きい都市で
はそれを２～４程度に分割して設定して
います。
なお、大阪府では85の小ゾーンを設
定しています。

自動二輪・原付の
平均トリップ長の推移

3自動二輪・原付の
発生集中量の推移

1

自動二輪・原付の
目的構成の推移

2

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図40 大阪府における自動二輪･原付の目的構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）
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図42 大阪府における自転二輪･原付の流動状況の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●平成22年から令和3年にかけて、大阪
市周辺では小ゾーン間の流動量が増加
している地域があります。
●また、内 ト々リップの流動割合の変化を
みると、平成2年以降減少している地
域が増えています。

自動二輪・原付流動量の推移4

自動二輪・原付利用者の動き（2/2）
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図45 大阪府における自転車の平均トリップ長の推移（平成2年～令和3年）

自転車利用者の動き（1/2）

図43 大阪府における自転車の発生集中量の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●平成12年をピークに減少しています。

●平成22年から令和3年にかけて、出勤
目的が増加し、業務目的は減少してい
ます。

●平成22年から令和3年にかけて、大阪
府内々を含む平均トリップ長、内々を除
く平均トリップ長はともに減少していま
す。

自転車の
平均トリップ長の推移

3自転車のトリップ
発生集中量の推移

1

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

図44 大阪府における自転車の目的構成比の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

自転車の目的構成比の推移2

平均トリップ長について
小ゾーン間の平均トリップ長は、小
ゾーン重心点間の直線距離をもとに算
出した。
なお、小ゾーン内々トリップ長は、第5
回近畿圏パーソントリップ調査における
郵便番号ゾーンの重心間距離をもとに
1.5kmと設定した。

小ゾーンについて
小ゾーンは、都市計画区域や市区町村
における交通流動を把握するための
ゾーン単位で、ほぼ市区町村単位で設定
していますが、人口規模の大きい都市で
はそれを２～４程度に分割して設定して
います。
なお、大阪府では85の小ゾーンを設
定しています。
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図46 大阪府における自転車の流動状況の推移（平成2年～令和3年）

資料：第3～６回近畿圏パーソントリップ調査（第3回調査圏域内の集計）

●平成22年から令和3年にかけて、大阪
市周辺では小ゾーン間の流動量が増加
している地域があります。
●また、内 ト々リップの流動割合の変化を
みると、平成2年以降減少している地
域が増えています。

自転車流動量の推移4

自転車利用者の動き（2/2）
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移動困難者の動き（1/2）

●外出に関する困難がない人は約80％
であるのに対して、外出に関する困難
がある人は50％を下回っています。
●平成22年から令和3年にかけて、外出
に関する困難あり及びなしとも減少し
ています。

年齢階層別の外出に関する
困難の有無

2

●外出に関する困難がある人は、外出に
関する困難がない人に比べて少なく
なっています。
●平成22年から令和3年にかけて、外出
に関する困難あり及び困難なしとも減
少しています。

図50 外出に関する困難の有無別に見た生成原単位（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

●外出に関する困難ありと回答した方の
中で、その内訳を見ると、一人で外出で
きる人が51.5％、介助者が必要な人
が41.8％、外出できない人が6.7％と
なっています。

外出に関する困難の内訳1 外出困難者の外出率3

外出困難者の生成原単位4

●70歳以上の階層で、外出に関する困
難がある人の割合が高くなっていま
す。
●60～69歳では外出に関する困難があ
る人の割合が１0％未満ですが、75歳
以上では約４0％と高くなっています。
●全年齢階層の合計では、外出に関する
困難がある人が平成22年から令和3
年にかけて増加しています。

図49 外出に関する困難の有無別に見た外出率（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図48 年齢階層別に見た外出に関する困難の有無（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図47 外出に関する困難の内訳（令和3年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）
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(3.1)

12
(1.5)

9
(1.3)

自転車

4,109
(23.2)

3,547
(22.8)

116
(15.3)

112
(15.1)

徒歩

4,170
(23.6)

3,741
(24.0)

270
(35.7)

252
(34.1)

その他

18
(2.4)

不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成22年

令和3年

平成22年

令和3年

外
出
に
関
す
る
困
難
な
し

外
出
に
関
す
る
困
難
あ
り

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

17,695
(100)

15,573
(100)

757
(100)

741
(100)

合計

32
(0.2)

21
(0.1)

6
(0.8)

43
(0.2)

30
(0.2)

1
(0.1)

5
(0.7)

自分

2,729
(62.9)

2,733
(74.7)

59
(31.2)

40
(21.4)

家族

543
(12.5)

541
(14.8)

57
(29.7)

50
(26.8)

その他

180
(4.2)

192
(5.2)

22
(11.7)

81
(43.8)

不明

886
(20.4)

193
(5.3)

52
(27.4)

15
(7.9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成22年

令和3年

平成22年

令和3年

外
出
に
関
す
る
困
難
な
し

外
出
に
関
す
る
困
難
あ
り

単位：千トリップエンド/日 （ ）内は構成比：%

4,338
(100)

3,659
(100)

191
(100)

185
(100)

合計

外出困難者のトリップにおける
代表交通手段構成比

6

外出困難者のトリップに
おける目的構成比

5

●外出に関する困難がある人は、平成
22年と令和3年に大きな変化はなく、
外出に関する困難がない人に比べて自
由目的の割合が増加しています。

●平成22年から令和3年にかけて、外出
に関する困難がある人は、外出に関す
る困難がない人に比べて自動車の割合
が増加しています。
●外出に関する困難がある人の鉄道の利
用割合については、平成22年から令和
3年にかけて減少しています。

外出困難者のトリップにおける
運転者構成

7

●令和3年の外出に関する困難がない人
は自分で運転が74.7％を占めるのに
対し、外出に関する困難がある人は、家
族やその他（介護者等）が70.6％を占
めています。

図52 外出に関する困難の有無別に見たトリップの代表交通手段構成比（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図53 外出に関する困難の有無別に見た自動車の利用状況（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

図51 外出に関する困難の有無別に見たトリップの目的構成比（平成22年・令和3年）

資料：第5～６回近畿圏パーソントリップ調査（第６回調査圏域内の集計）

大阪府内の市町村移動困難者の動き（2/2）
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64.2

52.8

56.8

5.7

10.1

9.1

3.8

26.1

29.3

27.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染拡大前

R3.10調査時点

収束後の見込み

通勤・通学

ほぼ毎日 2-3日に1回 月に1-3回 月に1回以上 ほとんどない・全くない 無回答

n=10,526

2.6

2.8

2.8

5.7

10.1

9.1

0.4 

1.2 

0.9 

1.0 

2.8 

19.0

10.6

14.1

31.7

30.2

33.1

30.3

36.8

32.6

3.7

5.0

4.4

14.6

16.6

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染拡大前

R3.10調査時点

収束後の見込み

食品・日用品の買物

ほぼ毎日 2-3日に1回 月に1-3回 月に1回以上 ほとんどない・全くない 無回答

n=10,526

0.7

0.7

1.0

57.0

13.4

47.4

37.1

82.8

46.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染拡大前

R3.10調査時点

収束後の見込み

宿泊を伴う観光・旅行

月1回未満 月に1回程度 年に数回程度 ほとんどない・全くない 無回答

n=10,526

2.4

2.6

2.7

0.6 

0.3 

0.6 

2.8

0.9

2.4

●ほぼ毎日実施されていた活動（通勤・
通学、食品・日用品の買い物）において
は、調査時点では感染拡大前より活動
頻度が低下しており、収束後には頻度が
上昇するものの、感染拡大前の頻度に
は及ばない見込みとなっています。

●宿泊を伴う観光・旅行活動においては、
感染拡大前は「年に数回程度」が50％
以上を占めていましたが、コロナ禍の調
査時点では大幅に減少しています。収束
後には頻度が調査時点から大きく上昇
するものの、感染拡大前の頻度には及
ばない見込みとなっています。

新型コロナウイルス感染症による影響

図54 新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出頻度の変化（日常的な活動）

〈日常的な活動〉 〈非日常的な活動〉

注）感 染 拡 大 前 ：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期

R3.10調査時点 ：緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況　

資料：第6回近畿圏パーソントリップ調査（新型コロナウイルスの影響に関する補完調査）

日常的な活動の頻度１ 非日常的な活動の頻度2

第６回近畿圏パーソントリップ調査では、新型コロナウイルス感染症に関する補完調査として外
出状況の変化（活動頻度や移動手段の行動の変化）について、大阪府全体で約1万の方に感染拡
大前と調査時点で活動の種類ごとにどのくらいの頻度で行っているか、また収束後にはどのくら
いの頻度で行うと思うかを調査し、回答をいただきました。なお、収束後の見込みに関しては、回答
者の想定によるものです。
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調査票（世帯票）

世帯票 解説表

 

 

 

 

 

第6回近畿圏パーソントリップ調査では、以下に示す調査票によりご回答いただきました。
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個人票（平日） 個人票（休日）

調査票（個人票）
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